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【目的】 

口唇閉鎖不全は口腔乾燥に伴う歯周病の併発や不正咬合を誘発するという報告があり，口唇

閉鎖不全状態の改善が必要であると考えられる．そこで、日常生活における口唇閉鎖不全者

に対し，Hypoxic lip training（口輪筋最大筋力の 80％荷重 5 秒・安静 5 秒を連続５回反復）が口

唇閉鎖状態の獲得に有効であるかについて検討を行った． 

【被験者と方法】 

実験 1．正常被蓋で口唇閉鎖不全を有する成人 20 名を被験者とした．被験者の口輪筋の筋

力・持久力及び口唇閉鎖時間率（安静時・知的作業時）を測定し，Hypoxic lip training を毎日

4 週間行わせた．トレーニング開始直前 (T1)，トレーニング開始 2 週間後 (T2)，4 週間後 

(T3)，トレーニング終了後 4 週間後（T4），8 週間後（T5）に口輪筋の筋力，持久力，口唇閉鎖

時間率を測定し，統計学的検討を行った． 

実験 2．正常被蓋を持つ口唇閉鎖不全群 13 人と，口唇閉鎖群 12 人を被験者とし，両群の口

唇閉鎖時の筋電図を測定し，筋活動量を比較した．その後口唇閉鎖不全群に Hypoxic lip 

training を毎日 4 週間行わせ，T1〜T5 に筋電図を測定し，統計学的検討を行った． 

【結果と考察】 

実験 1 ではトレーニング前後で口輪筋の筋力，持久力，口唇閉鎖時間率（安静時・知的作業

時 T1: 12.5 ± 10.1%・7.0 ± 4.1%，T2: 64.6 ± 30.6%・56.3 ± 30.7%，T3: 93.3 ± 10.1%・84.3 

± 21.3%）が有意に増加した．T3〜T5 のトレーニング後観察期間では，各項目で有意な減少

は認められず（安静時・知的作業時口唇閉鎖時間率 T4: 89.6 ± 18.1%・78.7 ± 19.3%，T5: 

84.8 ± 20.6%・70.6 ± 27.9%），トレーニング効果が維持されたと考えられる．実験 2 では，トレ

ーニング前の口唇閉鎖不全群は口唇閉鎖群と比較して，口唇閉鎖時の筋活動量が有意に高

かった．口唇閉鎖不全群はトレーニング前後で口唇閉鎖時の筋活動量が有意に減少した．口

唇閉鎖群と同様に，口輪筋がリラックスした状態で口唇閉鎖できるようになったと考えられる．ト

レーニング後観察期間も口唇閉鎖時の筋活動量は T1に比較し有意に低く，トレーニング効果

は維持されたと考えられる． 

【結論】 

口唇閉鎖不全者に対するHypoxic lip trainingは口輪筋の筋力，持久力を増加させると同時に，

口唇閉鎖時の筋活動量を減少させ，口唇閉鎖状態の改善に有効であり，トレーニング終了後

もその状態は良好に維持されることが示唆された． 

 

 
 


